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改革改善
の考え方

①問題
点

考古・文化財関連施設については、公共施設マネージメントの取組みにおいて、今後のあり方について方向付けして
いく必要がある。

②改革
提案

考古資料館及び上郷考古博物館、北田遺跡等について、公共施設施設マネージメントの取組みの中で、今後の施設
のあり方を検討する。

事業内容・目
標達成状況
の振り返り

毎月の「広報いいだ」に「飯田の文化財」コーナーを設けるとともに、「文化財保護いいだ」のホームページを活用して、文化財
関連情報を発信した。文化財パトロールにより文化財の保存状態を確認するとともに、台風、大雪により損傷した文化財及び
文化財関連施設の修復を行った。公共施設マネージメントの取組みで考古・文化財関連施設の実態把握を行った。

総事業費①+② 18,996 11,829 11,774 17,970

2,000 500

臨時職員所要時間

一般財源 10,795 11,498 9,341 17,719

人件費計（千円）② 7,152 1,788

正規職員所要時間

起債

その他 902 331 645 251

県支出金 147 0 0

事業費計（千円）① 11,844 11,829 9,986 17,970 （そ）観覧料71千円、電話使用料1千円、雑入
573千円国庫支出金

事業コスト 25年度決算額 26年度予算額 26年度決算額 27年度予算額 特定財源内訳、補足

26
年
度
事
業
内
容

１　各施設の維持管理
（１）旧小笠原家書院・小笠原資料館
　　展示の更新
（２）飯田市考古資料館
（３）旧座光寺麻績学校校舎
（４）北田遺跡公園
（５）飯田市上郷歴史民俗資料館
２　指定文化財の状態の点検
３　文化財施設・指定文化財の積極的な情報発信
　　【広報いいだ、ホームページ等）

１　入館者数
（１）旧小笠原家書院他
（２）考古資料館
（３）麻績学校校舎
（５）上郷歴史民俗資料館
２　巡回点検した文化財
３　情報発信数

１
（１）　1565人
（２）　682人
（３）　1214人
（５）　44人
２　　21件
３　　23件

事業内容 名称 活動指標

定性
目標

事
業
概
要

文化財関連施設の維持管理
・旧小笠原家書院・小笠原資料館
・飯田市考古資料館
・旧座光寺麻績学校校舎
・北田遺跡公園
・飯田市上郷歴史民俗資料館
・指定文化財の保存と活用

成果
指標

人為的に損壊された指定文化財の数 0 0 0 0

成果
指標

施設利用環境への苦情件数 0 1 0 0

目
標

種別 指標名及び単位 26年度計画 26年度実績 27年度計画 28年度見込み 備考（指標変更など）

指定・登録等文化財の数 174向上させたい上位施
策の成果指標

保存・継承されている地域資産の数

文化財関連施設数 5

意図（どういう状態
にするか）

適切な保存・維持管理を行う
目
的

対象（誰・何を） 文化財、文化財関連施設

対
象
指
標

指標名及び単位 26年度数値

施策 63 地域資産の保存・継承
基本計画上
の位置づけ

政策 6 地域の自然・歴史・文化を活かし続けるまちづくり

H27担当課等名 生涯学習・スポーツ課 H27係等名 文化財保護係・文化財活用係 H26係等名 文化財保護係・文化財活用係

平成26年度事務事業実績評価表 政策№

開始 終了
事務事業名 文化財管理運営事業

会計 一般会計
47 34

事業種別 経常

6 施策№ 63 事業№


